
学校番号 101 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文 B 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 標準現代文Ｂ（第一学習社） 

副教材等 

プレミアムカラー国語便覧（数研出版）常用漢字ダブルクリア(三訂版)（尚文出版）

図でつかむリード現代文 ２基本（啓隆社） 

論理エンジン「論理の習得」ＯＳ１・ＯＳ２（水王舎） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・自身の進路に必要な国語の知識を身につけるように心がけましょう。 

・名作に触れ、基本的な読解の方法を学ぶとともに、登場人物の心情や筆者の主張をくみとり、そ

れに対して自分の考えをまとめ、わかりやすく伝える能力を育成してください。 

・提出物の期限は守り、内容がしっかりしたものを提出しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・現近代の様々な文章を読む能力を高める。 

・論理的な思考力を高め、文章読解へもつなげる。 

・漢字・慣用句などの語句を身に付ける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 
b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e：知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で理解し表

現する力を高め

るとともに、国

語を尊重してそ

の向上を図ろう

としている。 

目的や場に応じ

て、効果的に話を

したり、的確に聞

き取ったりして、

自分の考えを深め

発展させている。 

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまとめ

ている。 

文章を的確に読

みととったり、目

的に応じて幅広

く読んだりして、

自分の考えを深

めている。 

伝統的な言語

文化および、言

葉の特徴や決

まり、漢字など

について理解

し、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート・ワー

ク・小テスト） 

行動の観察 

（発表時のパフォ

ーマンスの評価な

ど） 

記述の確認 

（ノート・ワー

ク・原稿用紙） 

定期考査 

行動の観察 

（ノート・ワーク） 

定期考査 

 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート・ワー

ク・小テスト） 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元名 学習内容 

主な評価の観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

ａ b c d e 

一
学
期 

自
己
を
見
つ
め
る 

 

「私」という「自分」 

（鷺沢萌） 

○  ○ ○ ○ a:筆者の考えを参考にして、自分ら

しく生きることについて思索してい

る。 

c:思索を深めた内容について書いて

いる。 

d:随想の読み方を習得している。 

e:倒置法の効果、具体例と抽象的な

記述との関係を理解している。 

授業態度・ 

発問評価・ 

指名音読・ 

課題提出・ 

小テスト・ 

定期考査 

 

小
説
を
読
む 

調律師のるみ子さん 

（いしいしんじ） 

○  ○ ○ ○ a:文章構成、展開に注目し、現代小

説のおもしろさを味わっている。 

c：感想文を書くことで感性を養って

いる。 

d:主人公の過去と、現在置かれた状

況について整理し、その行動とつな

がりを読み取っている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言葉

の数を増やしている。 

授業態度・ 

発問評価・ 

指名音読・ 

課題提出・ 

小テスト・ 

定期考査 

 

新
し
い
発
見 

 

新しい地球観 

（毛利衛） 

○  ○ ○ ○ a:わかりにくい言葉・表現を調べ、

作者の持つ問題意識を理解しようと

している。 

c：作者の問題意識に対して自分の考

えを書いている。 

d:随想的な要素を持つ評論の読み方

を習得している。 

e:外来語の意味を理解している。 

授業態度・ 

発問評価・ 

指名音読・ 

課題提出・ 

小テスト・ 

定期考査 

二
学
期 

創
作
の
楽
し
み 

短歌と俳句 ○ ○ ○ ○ ○ a:近現代の代表的な作者の作品を鑑

賞することで、短歌・俳句を自作す

る参考にしている。 

b:作者について調べ、発表している。 

c:具体的なテーマの元で、短歌・俳

句を作っている。 

d:句切れや切れ字を指摘でき、その

効果を把握している。 

e:短歌・俳句の修辞やリズム・季語

を学び、その効果について理解して

いる。 

授業態度・ 

発問評価・ 

指名音読・ 

課題提出・ 

小テスト・ 

定期考査 

 



※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力      e：知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

小
説
を
読
む 

こころ 

夏目漱石 

○ ○ ○ ○ ○ a：時代背景に理解を致しつつ、自分

の身近な問題として思索を深める。 

b:登場人物の「生き方」について、

班で意見を交換する。 

c:小説を読んで考えたことを自分の

言葉でまとめ、表現しようとしてい

る。 

d:登場人物の性格・心理・行動を読

み取り、その変化をつかんでいる。 

e:明治という時代について、理解し

ている。 

授業態度・ 

発問評価・ 

指名音読・ 

課題提出・ 

小テスト・ 

定期考査 

 

三
学
期 

     

言
葉
と
生
活 

「マジ？」 

髙山宗東 

○  ○ ○ 

 

○ a:筆者の考えを参考にして、言語に

ついての確認を深めている。 

c:感想を書く。 

d:言葉の意味がどのように変化して

きたかを理解している。 

e:全文を正しく音読し、語誌を調べ、

自分なりの方法でまとめている。 

授業態度・ 

発問評価・ 

指名音読・ 

課題提出・ 

小テスト・ 

定期考査 

 

小
説
を
読
む 

鼻 

芥川龍之介 

○  ○ ○ ○ a:長い鼻に翻弄される主人公の姿か

ら、自己の問題を見いだそうとして

いる。 

c:感想を書く。 

d:全体の構成を理解し、主人公の心

情の変化、小説の主題をつかんでい

る。 

e:古語を織り込んだ文体の特徴を。 

授業態度・ 

発問評価・ 

指名音読・ 

課題提出・ 

小テスト・ 

定期考査 

 

実
用
の
文
章 

注連縄 

つつましく貧しく清楚な形 

  柳宗理 

○  ○ ○ ○ a:わかりにくい言葉・表現を辞書で

調べている。 

c:教材に倣って実用的な文章を書い

てみる。 

d:注連縄の特徴と、筆者の考える注

連縄のあり方を区別して理解してい

る。 

e:実用的な文章について学び、日常

の具体的な表現活動に役立ててい

る。 

 


